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「新 しい海藻由来の製品の科学的検討j要旨

石橋清英・ 箕浦一彰 :海藻配合化粧品

~海藻の化粧品利用への可能性~

[はじ めに]

海藻は，生活の中で広く利用されているが，身近に手にす

る機会の多い化粧品にも用いられている。しかし，基材とし

ての利用が主であり微量に含まれている有用成分などの化粧

品への利用は徐々に解明されたとは言え陸生の楠物などに比

べて，まだまだ少ない印象がある。海藻配合化粧品の現状と

今後の可能性について報告する。化粧品の具体例の前に，化

粧品の定義，化粧品の意義について説明する。

[化粧品とは]

化粧品というのは， 一般的に市場にあり，ごく普通に使わ

れているので，いまさら，化粧品が何で、あるかなどとは，説

明する必要が無いようにも思われるが，化粧品がどのような

目的で存在し，どのような役剖を担っているのかを，再認識

し，より イヒ粧品を身近に感じられるように説明いたします。

化粧品の法的な位置付けは，疾病を治療する医薬品などと

同じく ，薬事法という法律により規制されているが， 化粧品

の定義とは何なのかを，説明する場合，薬事法及び関連の通

知で，簡潔に定義づけている。

薬事法とは

薬事法は ， 医薬品， 医薬i~11外品， 化粧品及び‘医療用具の品

質，有効性及び、安全性の確保のために必要な規制を行う(薬

事法，第 l条 抜粋)という目的により 制定されている。要

は，これらの製品を使うことによる効果が保たれており，消

費者に健康被害が発生しないために，制定している法律であ

る。

薬事法で定めている医薬品， 医薬部外品，化粧11111及び医療

用具という項目のなかで，化粧品と医薬部外品に含まれる薬

用化粧品が， 一般に市場で、化粧品と言われているものに該当

する。

化粧品の薬事法で定める定義

「化粧品とは，人の身体を清潔にし， 美化 し，魅力を増し，

容貌を変え，又は，皮j自若しくは毛髪をすこやかに保つため

に，身体に塗擦，散布その他これらの類似する方法で使用さ

れることが目的とされている物で，人イ木に対するイノド用が緩和

なものをいう 。J(薬事法第2条第 3項)という薬事法上の化

粧品の定義と ，

医薬部外品の項目の定義，r化粧品の目的のほかに，にき

び，JJ)L荒れ，かぶれ，しもやけ等の防止又は皮府若しくは口

)J空の殺菌消毒に使用されることもあわせて目的とされている

物J(医薬部外品を指定する告示の一部改定:lIij;j'D36年 11月

18日薬発第470号)にあてはまる薬用化粧品と薬用歯みがき

類を含めたこれら全てが市場で一般にいう化粧品である。

要するに，)日Lを清潔にする事と，美しくする事，容貌を変

える事， i住康な)J)しを維持することが目的の物の中で，穏やカか
、

な矧効'J5果1展ミのある物が化』相粧)J川1:
されている ，いわゆる美JJ)L効果，シワやシミ， J日L荒れなどの

スキン トラブルを防ぐ効柴メイクアップ以外の!日L本来の美

しさを保つための効果を 穏やかに，且つ，いかに発揮させ

るかが，主に，基礎化粧品なと')J)Lを健やかに保つ為の化粧JIll

としては，重要な事柄となる。

[弊社にて研究開発した海藻配合化粧品]

先ず，弊社が，化粧品をどのようにとらえ， 化粧品を通じ

て何を求めているのかを理解してもらうため社名について説

明する。弊社の十上名ナボカルコスメティックスのNABOCUL

は

NAtural 自然

Beauty 美

Orientation指向

CULture 文化

自然美を指向する文化を意味し，)J)L本来の自然な美しさ，自

然、物による美 しさの向上を追求するこ とによって，人々が，

外面的， 1大l面的を含めて美しくなり ，よ り良い生活が過ごせ

るように，という願いを込めている。その"1"の，NATURAL 

は， )JJし本来のそのものが持つナチュラ ルな美 しさを求めるの

に，ナチュラルな物を活用するという意味合いもあり，自然、

界にある素材を， 美容の為に用いる。特に，海藻は，設立当

初Jから注目しており，多くの海藻を配合した製Jillや，化粧品

に配合する海藻より 得られる成分の開発を行っている。

1.海藻の多糖類を利用した製品

くシャンプー>(1豆11) 

このシャンプーは，古くから洗髪に用い られている，フノ

リ(紅藻のマ フノリ Gloiopeltistenax，フクロフノ リGloiop巴Itis

furcata)を洗均の骨格として配合し，補助的に必要最少孟の

洗均斉IJを配合したシャンプーである。フノリで頭髪を洗絡す

ることは，現代の必要量以上に過剰な洗浄剤を配合したシャ

ンプーに比べて，ダメージを与える ことが少なく ，髪や頭皮

に良い。しかし，フノ リを煮1:1'， さなくてはならないなど，利

便性に欠ける事がある為，フノ リが洗髪に良い事が判ってい

ても，面倒であると ，髪や頭皮にダメージを与えても，使い

易く便利な方を人々は使用する。

そこで，フノ リに含まれる多糖類を主として含む汚れを除
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図l ロドフイー HEシャンプー

去する成分を抽出し，抽出しただけの状態では，長期保存性

に問題があるので，安定化させ，フノリで洗髪を行っていた

時代とは違う整髪料や，食生活の違いによる皮脂などの分泌

物の違いをカバーできるように，それらを落とすのに必要最

少量な洗浄成分を配合し，手IJ使性が高く ，誰でも，容易に使

うことができるシャンプーとした。洗浄成分は 3分の l以下

(当社比)とし，頭皮や頭髪に:Q:、要な成分を除去しないで洗髪

が行える 。 そのために，髪や頭皮へのダメージが殆ど~!!t く低

刺激である。

フノリのシャンプーに少量の洗浄成分を配合した事には，

もう一つの意味がある。洗浄成分は，汚れが除去されるとこ

ろと，起抱性が発揮されるところは，非常に近いところにあ

る。即ち，泡立ちで，髪や頭皮に必要な成分は除去しないで

汚れだけを洗浄する目安となり，泡立ちを確認することで必

要以上に使用することを控える事となる。このシ ャンプーを

使うことで，洗ゆすることの意味，環境への負荷なども，考

えてもらえればという思いも込めている。また，フノリは，汚

れを吸着除去する洗浄効果以外に，毛髪にイオン的にそして

物理的に吸着 し，皮IJ莫を形成し，乾燥や空気中の汚れから髪

を保護する効果がある。

この製品の販売名については，ロドフ ィ- HE シャン

プーとなっている。 これは，紅藻類 (RHODOPHYTA)を使
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mしたシャンプーの意味でロドフィーシャンプーとし，その

ロドフ イーとシャンプーの間に HEという 2つのアルファ

ベットを入れた。この2つの文字にはそれぞれの意味があり，

Human Healthy Hair & Earth Environmentのそれぞれの頭文字

であり，人々の健康な髪と地球環境の為にと言う思いで挿入

した。

くケ、jレイヒノTック>(図2，3) 

海藻の多糖類がゲル化 し，ゼリー状に固まる性質を応用し

たパックである。海藻の多糖類の中には，非常に高い粘性・

流動性を持った多糖類がある。その中で，温度変化や金属イ

オンとの反応などでゲル化し，ゼリー状に固まるものがある。

それらの多糖類を利用すると，塗布時は，高い粘性とゆるや

かな流動性により ，顔面などの凹凸がある面にも密着し，

パックの効果を全体に均等に活かす事ができる。更に，除去

の時は，ゼリー状に固まり，容易に除去することが可能で、肌

に残らず¥はがした後に，洗い流しゃ拭き取りなどJlJLに刺激

を与え美容効-*にマイナスとなるような事はない。弊社では

この機能を応用し2つのタイプを商品化 している。ひとつは，

温湯を混合するタイプで，温!惑により 肌の代謝を促進させ，

シミやシワなどに有効な美容成分などを，積極的に浸透させ

る。厚みがあり，熱を保持し易く，長時間冷める事無くパッ

クが行える。もうひとつは 冷水を混合するタイプで基材が

区12 ゲル化パック漏水用

区13 ゲル化パック冷水用
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溶解時にl吸熱する作用 を利用 し，混合時の水温より低くなる

ようにし，冷感とパックに配合している抗炎症成分により，

日焼けやオーパー トリート メン トで、火照った肌を鎮静させる。

気化熱を利用する ことで冷感を維持することができる。

くマッ サージ用化粧水〉

マッ サージを行 うこ とは，血 液や リ ンパ ìl~の停留を改善

し， )日しへの酸素や栄養素などの供給，老廃物の排他が， 円滑

となり，健康な肌にし，シミやシワなどのスキン トラブルを

解決する手段となる。海藻の多糖類を配合したマッサージ用

の化粧品は，1問滑性に優れ， I日しに負担をかけない，適度なマッ

サージが可能である。また，海藻の多糖類は，水分保持能力

に{長れており，水分の蒸発による粘性の変化が少なく ，長時

間，同じ感触でマッ サー ジをする事ができる。他に，海藻の

多糖類は，金属イオンを吸着する性質があるので，ファン

デーションなどに含まれている顔料や挨などをl吸着除去する

性能もある。

く浴用料〉

海藻を用いた浴用料 は，それに含まれる多糖類とミネラル

によりとろみのある良い感触と，成分が密着する ことで保温

性が向上し，代謝を促進させる。また， J日Lの保護効果もあり

肌に必要な成分は残し海藻成分が保湿効果を与えるのでしっ

とりとした肌に整える。

以上，海藻の多糖類の機能を利用 した化粧品の一部を紹介

した。海藻は，骨格の殆どが可溶性の多機類であり ，陸生の

植物に比べて，絡段に抽出が容易であることから，海藻の多

糖類を利用することは，海?~~を活かす上では ， 一番に大切な

ことであると考えている。また，海藻から微量に含まれる有

用成分を利用した場合，有用成分を抽出 した後も有効に利用

することも重要である。

微量の有用成分を抽出 した後，水への溶解性が高く再利用

の容易な海藻は無駄なく 利用できるので，積極的に利用すべ

きであり，弊社においても ，利用しうる限り海藻を無駄無く

利用している。また，多糖類を使う上で，高度に精製された

多糖類も使用するが，海藻そのものの良さや，淘藻を?!lIi.!A太無

く有効に使おうと言う考えから，より自然に近い海諜その も

ののような物も頻繁に利用する。但 し，海藻を利用する上で，

季節や産地，生育状態により ，品質が大きく変動するので，そ

れを如何に上手く均質化するかが，海藻そのものの良さを活

かしながら利用する上で重要で、ある。

11.海藻の機能性成分の利用

次に，海藻の多糖類以外の有mな成分を利用した製品の一

部を紹介する。

く洗符iパック>(図4，5) 

洗浄機能のあるパックに，海藻，主に褐藻を配合すると，還

元作用により ，酸化されたメラニンを還元 して!lJしを白くする

事ができる。この還元作用は，主に，フロログJレシンやフ ロ

ログルシンが重合した物等のフェノール系成分による。例え

ば，金属の錆に，褐藻の粉を塗布すると，きれいに除去され

る，これは褐諜のフェノ ール系成分による還元作用である。1)

褐藻は，金属の錆を除去できることからも'I'IJる通り，非常に

高い還元作用がある。

}]ILは酸化されて黒くなったメラニンが多いとくすんで見え

るが，この酸化されたメラニンを褐藻の還元力で無色のメラ

ニンに還元すると ，くすみの無い透明感のあるJJlLにする事が

できる。また，極度に酸化重合さ れているような皮脂などの

汚れも還元に より分解されて除去 し易くなるので，毛穴など

の汚れもきれいに除去されメラニンの還元も合わせて更に

}j)Lに透明感を与えることができる。しかし，褐藻の還元物質

は，強力な還元作用がある反面，自分自身が非常に酸化され

易いという問題がある。強力な還元力はあるが酸化安定性が

良くない物を，使用直前まで如何に酸化を防ぎ，使用時に，最

高の機能を発揮させるかが重要となる。

く紫外線防御化粧品>(図 6)

海藻は，骨格の殆どが可溶性多糖類でt:/II成され，比較的厚

みが無く ，光の透過性が高い。太陽光，特に紫外線は，染色

体に悪影響を及ぼすので，その，自己防衛と考えられるが，淘

藻には非常に多種類の紫外線吸収物質が含まれている。洗浄

パックで，説明した褐藻のフェノ ール系成分も波長の短い紫

外線を効率よく吸収する。また，紅藻の中には長波長の紫外

線を吸収する物を比較的多量に含んでいる種類がある。1)2) 

3) 4)これら， i海藻の紫外線吸収物質を組合せることで，広範

1~1 4 海藻配合洗浄パック顔m

図5 海藻配合洗ゆパックボディー用
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図6 持:*~長配合 UV ケア化粧品

聞の波長の紫外線を防御することができる。

一般のuvケア化粧品は紫外線防御の為に化学合成の紫外

線吸収斉IJを配合している，しかし，合成の紫外線吸収剤は，刺

激性や安全性などで懸念されている。i海藻の紫外線l吸収物質

を利用すると，化学合成の紫外線吸収剤の配合が不必要とな

り，安全性の高いuvケア製品を作ることができる。弊社の

製品は，紫外線を防御する機能に優れている上に，刺激性が

無いことが認められ，アトピー性皮膚炎や手術の後などでよ

り刺激に対して敏感な人のUVケア製品として皮膚科を始め

とした医療の業界でも使用されている。

以上，弊社の海藻を配合した化粧品の一部を紹介したが，

海藻の配合が特徴的な物を説明しただけであり 化粧品への海

藻の利用は多種多様で，他にも多くの製品に使用している。

[海藻配合化粧品の可能性]

海藻の有用成分の研究に関しては，今後の活発な研究によ

り成分の発見や利用に関して これからも次々と見出される

と考える。化粧品に関しても，シワに有効なコラーゲンやム
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コ多糖の合成を円ilにする成分，シミに有効なメラニンを合

成する酵素の活性を抑制する成分，抗炎症効果のある成分な

どが，現在も陸生の植物などで発見され利用はされているが，

それらの有効成分，例えばメラニンを合成する酵素の活性を

抑制する有効成分があったとしても，その効果はメラニンが

できるまでの複雑な流れの，ある l箇所を抑制しただけにす

ぎないものが殆どである。人体の代謝は複雑で、あり，その l

箇所 11佐ひとつに対しての効果があるものを利用するのでは

なく ，幅広く対応するのが，有効で、あり， その為には，有用

な成分をいろいろ組合せ，バランスの良い代謝に整えるのが，

有効な手段であると考える。顕著な効果をもった成分を利用

した医薬品と，化粧品との違いになるように思われる。

化粧品の定義に含まれている，穏やかな有効性，それを活

かすには，海藻などいろいろな物から穏やかに効 く物を見出

し，それらを組合せ，穏やかな効果を継続する事であり ，そ

れにより，健康で、美しい素肌を保つことができると考える。

今後も ，さまざまな有効な物が，海藻から次々と発見，そし

て利用され，それにより海藻利用がより促進され，海藻産業

が発展し， 化粧品に限らずあらゆる分野で，海藻が貢献する

ことを期待します。
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